
　
昨
冬
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
影
響
か
、
暖
冬
で
雪
が
少
な

く
、
ま
た
今
年
の
桜
の
開
花
は
、
仙
台
で
観
測
を
始
め
て
か

ら
二
番
目
の
早
さ
で
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
平
成
十
五
年
以
来
、

冷
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
発
達
し
た
低
気

圧
が
通
過
し
て
、
風
水
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
当
管
内
で
も
九
月
の
台
風
十
八
号
に

よ
り
、
農
業
関
係
の
被
害
も
多
く
発
生
し
、
今
年
の
水
稲
作

付
け
が
で
き
な
い
水
田
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
四
月
に
九
州
で
発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」
は
、

多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
大
勢
の
人
が
亡
く
な
る
な
ど
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　「
五
風
十
雨
」
は
、「
五
日
一
風
、
十
日
一
雨
」
と
も
い
い
、

五
日
に
一
度
風
が
吹
き
、
十
日
に
一
度
雨
が
降
る
こ
と
か
ら
、

気
候
が
穏
や
か
で
農
作
物
に
良
い
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
が

転
じ
て
世
の
中
が
平
穏
無
事
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
夏
に
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
が
収
束
し
、
変
わ
っ
て
ラ

ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
発
生
す
る
と
い
う
気
象
関
係
者
も
い
ま
す

が
、
気
象
災
害
が
な
く
、
豊
作
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
願

い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　

大
崎
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
　
本
多
　
信
寛
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思いを形に，あなたのチャレンジ支えます，応援します。宮城の農業普及

普及センターだより「Osaki」 平成２８年５月２０日発行（２）

21世紀元気農業の発信！　～平成28年度普及指導計画の紹介～21世紀元気農業の発信！　～平成28年度普及指導計画の紹介～

大崎普及センターでは，７つのプロジェクト課題を設け，活動します。

平成28年度プロジェクト課題

ね ら い：法人設立後の組織運営と経営管理がスムーズに行われ，集積さ
れた農地で多彩・効率的な農業経営の実現に向け支援します。

№１　集落営農モデル経営体の経営力強化【継続】
計画期間：平成27年度～平成28年度
対　　象：（農）いかずち（加美町）と（農）下高城ふぁあむ（色麻町）の役員

ね ら い：集落営農組織の法人化や転作作物の安定生産・新品目導入を推
進し，地域農業を支える法人としての経営力強化を支援します。

№２　地域農業を支える集落営農組織の経営強化【新規】
計画期間：平成28年度～平成29年度
対　　象：大原集落営農組合（色麻町）

ね ら い：機械化一貫体系に適した栽培技術の習得などにより，加工・業
務用たまねぎの生産安定や産地拡大を支援します。

№３　機械化一貫体系定着によるたまねぎの生産力向上【新規】
計画期間：平成28年度～平成29年度
対　　象：ＪＡ加美よつば玉葱部会員

ね ら い：水稲種子生産組合が，基本技術の励行と生産工程管理（ＧＡＰ）
の推進により，健全で良質な種子が生産できるよう支援します。

№４　優良な水稲種子生産体制の構築【新規】
計画期間：平成28年度
対　　象：いわでやま水稲採種組合

ね ら い：大豆の汚粒対策として，除草剤の畝間・株間散布技術と摘心技
術の導入を推進し，高品質の大豆生産を支援します。

№５　高品質で安定した大豆栽培技術の確立【新規】
計画期間：平成28年度～平成29年度
対　　象：桜ノ目アグリサービス（大崎市）

ね ら い：ＴＭＲセンターの導入を推進し，飼料費の低減，飼料自給率の
向上，水田活用作物の地域内利用を支援します。

№６　飼料自給率向上に向けた加美型ＴＭＲ供給システムの構築【新規】
計画期間：平成28年度～平成29年度
対　　象：ＴＭＲ給与実証農家，（仮）ＪＡ加美よつばＴＭＲセンター利用組合

ね ら い：経営目標の達成に向けたアクションプランの策定を支援し，そ
の実現に向けた生産技術向上や経営改善の支援を行います。

№７　地域農業を担う青年農業者の経営改善と自立支援【継続】
計画期間：平成27年度～平成28年度
対　　象：青年就農給付金活用者，４Ｈクラブ員

いちごの栽培指導

繁殖牛の飼養状況

大豆の生育調査

水稲採種ほ場審査

たまねぎ除草機械の実演会

大原集落の全体会

農事組合法人いかずち



春の農作業安全確認運動スローガン「一人一人の安全意識の向上で事故防止」安全確認を徹底しよう！

普及センターだより「Osaki」平成２８年５月２０日発行 （３）

　宮城県の水稲うるち玄米における１等米比率は，

東北地域の中では低くなっており，主に充実度不足

による落等が大きな要因を占めています。

　県の指導指針では，出穂後の落水適期を出穂25

日頃からとしていますが， 生産現場においては作業

性等を重視し，出穂後25日以前から落水している

ほ場が多い状況にあります。

　近年，ほ場整備の進展や暗きょ排水の普及によっ

て排水性が向上したことから，落水時期について再

度検討した結果，出穂後30日以降の落水により水

稲玄米品質の向上が図られることが明らかになりま

した。

　「出穂後30日間の間断かんがい」または，「出穂

後10日間湛水し，30日まで間断かんがい」を行う

ことにより，整粒歩合が高く，同程度の品質が得ら

れます。

　また，落水時期を出穂後30日から40日に実施す

ることで，整粒歩合80％以上の品質が得られるこ

とが明らかになりました（図）。

試験研究成果報告（普及に移す技術 第91号 参考資料）試験研究成果報告（普及に移す技術 第91号 参考資料）試験研究成果報告（普及に移す技術 第91号 参考資料）

「出穂後30日以降落水による水稲玄米品質の向上」

　県では，消費者の皆さんへ安全・安心な農産物を

供給し，また，生産者の皆さんに安心して作付して

いただけるよう，平成28年度も引き続き市町村・

ＪＡ及び直売所の協力を得て，農産物の放射性物質

検査を実施します。

○平成27年度の放射性物質検査
　大崎普及センターでは次のとおり放射性物質検査

を実施し，農産物の検査結果はすべて基準値以下で

安全が確認されました。

○平成28年度の検査体制について　
　大崎普及センターでは，管内すべての市町の農産

物を毎月検査できるよう検査計画を立てて，原則毎

週火曜日に各ＪＡや直売所から対象の農産物を入手

し，検査（精密・簡易）を行っています。

　精密検査は，古川農業試験場において専門の検査

員がゲルマニウム半導体検出器による検査を実施し

ています。

　簡易検査は，大崎普及センター内に設置している

簡易測定機（NaIシンチレーション検出器）による

検査を行っています。

　精密及び簡易検査の結果は「放射能情報サイトみ

やぎ」で公表されています。

（http://www.r-info-miyagi.jp/r-info）

　今後とも，安全・安心な農産物の供給のため，放

射性物質検査への御理解と御協力をよろしくお願い

いたします。

農産物の放射性物質検査体制について農産物の放射性物質検査体制について

農産物　水　稲
　　　　大　豆
　　　　麦　類
　　　　そ　ば
　　　　野　菜
　　　　果　樹
非食品　　　　
（牧草，土壌等）

精密検査
　32
　28
　　2
　18
156
　10

－

簡易検査

114

148

注１）玄米品質：出穂後30日から５日間で坪刈り（60株×３箇所×２
反復）後，ふるい目1.9㎜以上調整

　２）（　）内は出穂後の積算平均温度，スケールバーは標準偏差

図　落水時期別の整粒歩合（平成24～26年）

表１　平成27年度の放射性物質検査点数

表２　食品中の放射性物質に関する基準値

基準値
（ベクレル/㎏）

　10
　50
100
　50

分　類

飲　料　水
牛　　　乳
一 般 食 品
乳児用食品

核　種

放射性セシウム

■出穂後20日落水
■出穂後30日落水
■出穂後40日落水

出穂後日数

90

85

80

75

整
粒
歩
合（
％
）

30
（約950℃）

35
（約1,030℃）

40
（約1,130℃）

45
（約1,200℃）

50
（約1,270℃）

70



使用前にもう一度，農薬ラベルを確認し，適正に使用しましょう！

普及センターだより「Osaki」 平成２８年５月２０日発行（４）

　平成28年２月20日に開催された「平成27年度宮城県

農村教育青年会議」において，大崎４Ｈクラブが「ク

ラブ活動発表の部」で最優秀賞，当クラブの三浦善幸

さんが「農村青年の主張の部」で優秀賞を受賞しました。

　宮城県農村教育青年会議は，地域農業の担い手と

して日頃農業の改良と生活の改善に努めている青年

農業者が，青年農業者の団体である４Ｈクラブの活

動を通じて得た成果を互いに発表交流する活動です。

　青年会議は，農業経営の課題解決に向けて取り組

んだ活動を発表する「プロジェクト発表」，日頃の

営農活動における思いや考えを発表する「農村青年

の主張」，県内各地域の４Ｈクラブの活動を紹介す

る「クラブ活動発表」の３つの部で構成されており，

各部で発表が行われました。

　「農村青年の主張の部」では，三浦善幸さんが将

来の営農に対する抱負を，「クラブ活動発表の部」

では，大崎４Ｈクラブの親子農業体験の取組支援や

直売グループの立ち上げなどの活動を発表し，それ

ぞれ農業に対する熱心な姿勢が評価され，今回の受

賞に至りました。今後益々の活躍が期待されます。

平成27年度宮城県農村教育青年会議で受賞
大崎４Hクラブ

平成27年度宮城県農村教育青年会議で受賞
大崎４Hクラブ

　２月18日㈭，県大崎合同庁舎大会議室にて，大崎

地方園芸振興セミナーを開催しました。今回は，昨

今の実需者との契約による加工・業務用野菜生産の

増加を背景に，「産地に求める安全・安心な野菜とは？」

をテーマとして３つの講演・事例発表を行いました。

　東京デリカフーズ株式会社経営企画室室長の有井

雅幸氏からは，「今，注目される機能性野菜とは～

食材需要をめぐる市場環境と野菜の安全性・機能性

について～」と題し，国産野菜業界の現状や課題，

野菜の安全性や機能性を分析・表示する取組等を紹

介していただきました。同社は，業務筋向けの野菜

の仕入・加工・物流をワンストップで行う企業であ

り，外食野菜に栄養素や機能性などを求める消費者

のニーズや，加工・業務筋が求める野菜が用途別に

多様化していること等を受け，野菜を外見だけでな

く栄養価や機能性，美味しさ，安全性などで評価す

る“デリカスコア”という独自の評価基準を策定し

ました。これにより，栽培履歴，残留農薬，栽培ほ

場における過剰な有害重金属等の「安全」，抗酸化力，

ビタミンＣ，糖度，硝酸イオン等の「中身成分」，

生産量，安定供給，土づくり等の「栽培」，鮮度，品温，

規格等の「流通」の各項目を数値化し，野菜の品質

を“見える化”する取組を行っています。

　公益社団法人緑の安全推進協会・バイエルクロッ

プサイエンス株式会社技術フェローの曽根信三郎氏

からは，「園芸における効果的・効率的な農薬の使

い方について」と題して，主に農薬に関する法規制

や農薬の果たす役割，適正使用等について講演して

いただきました。

　最後に，加美町の株式会社ピックルスコーポレー

ション開発・品質衛生管理課課長の涌澤博史氏から，

宮城ファクトリー設置以降，10年以上にわたる地

元契約産地（ＪＡ）からの原料野菜調達の取組につ

いて，事例発表していただきました。

　管内からは約70名の農業関係者の参加があり，

講演・事例発表に対して機能性表示食品の現状やＧ

ＡＰ，農薬の使い方などの質疑応答が行われました。

　大崎普及センターでは，今後とも管内における加

工・業務用野菜の生産拡大・安定供給に寄与する取

組を積極的に実施していく予定です。

大崎地方園芸振興セミナーを開催しました大崎地方園芸振興セミナーを開催しました

「農村青年の主張の部」優秀賞「クラブ活動発表の部」最優秀賞



　平成26年４月から，新たな農地集積・集約の仕

組みとして，農地中間管理事業が開始されました。

宮城県では，（公社）みやぎ農業振興公社が農地中

間管理機構に指定され，県や市町，農業委員会，Ｊ

Ａなど関係機関と連携しながら，農地の出し手，受

け手の募集，制度の周知などを進めてきました。

　その結果，平成27年度には各地区で事業の活用

が本格化し，大崎地区では，約827haの農地が機構

を通じて受け手に転貸され，機構集積協力金として

約３億5,145万円が地域や農家に交付されました。

　機構集積協力金は，機構を通じた農地の貸し借り

を行い，一定の条件を満たした場合，その地域や個

人に対し交付されます。平成27年度には，個人に

対する協力金（経営転換協力金，耕作者集積協力金）

で約２億2,130万円，地域に対する協力金（地域集

積協力金）で約１億3,014万円が交付されました。

　また，地域集積協力金が交付された地区の中から

は５つの法人が新たに設立され，機構を通じて地区

みんなの力を集結して，新しい地域農業を進めましょう

普及センターだより「Osaki」平成２８年５月２０日発行 （５）

平成27年度農地中間管理事業の活用状況について平成27年度農地中間管理事業の活用状況について

　県では，春の農繁期である４月１日から６月30

日までを農作業安全確認運動期間に定め，農作業事

故を未然に防ぐための啓発活動を展開中です。

　農作業中の事故は農業機械によるものが多く，ま

た，機械の転倒や転落が大きな要因となっています。

　特に，あぜ超えや路肩を走行する際には油断せず

に，後方確認を行い足元にも注意しましょう。

　県では，６月６日から８月５日までを農薬危害防

止運動期間に定め，農薬の安全・適正使用を推進し

ます。

　農薬を使用する前には，必ず使用可能な農作名等

をラベルなどで確認し，散布は防護装備を着用する

ことはもちろん，周辺環境にも配慮して行いましょ

う。また，農薬を使用した後には，散布器具や機械

をしっかりと洗浄するとともに，使用した記録を栽

培履歴簿や栽培管理ノートなどにきちんと記帳しま

しょう。記帳することで，成分ごとの使用回数や使

用時期の確認が容易になり，使用基準を守っている

かの証明にもなります。なお，農薬の空容器や有効

期限切れ農薬は正しく廃棄しましょう。

　農薬の使用基準を遵守することは，消費者に安全・

安心な農産物を提供するために必要なことです。ま

た，散布者の安全確保にも必要なことです。農薬の

使用方法を再確認し，適正な使用に努めましょう。

内の農地が当該法人へ集積されました。事業の活用

により農地の出し手や地域に対する経済的な支援を

得ることが，法人化や地区内の農地集積の取組の加

速化につながりました。

　交付された地域集積協力金は，地域農業の発展を

図ることを目的に，農業用機械の購入や施設整備等

に充てられる予定です。

農業機械による事故に注意しましょう！農業機械による事故に注意しましょう！ 農薬危害防止運動が始まります農薬危害防止運動が始まります

表　大崎管内の農地中間管理事業活用実績

図　機械作業事故の要因別割合（宮城県：H17～26年）

市町

大崎市
色麻町
加美町
涌谷町
美里町
大崎圏域

件数
127
　20
　21
　85
　92
345

貸付状況
面積（ha）
285
　78
207
　68
189
827

協力金交付実績
金額（千円）
121,261 
　39,347 
101,989 
　25,900 
　62,950 
351,447 

機械の
転倒・転落
39％

はさまれ
28％

ひかれ　6％

巻き込まれ
6％

他車との事故
4％

機械から人の転落
4％

その他
（不明含む）

13％
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